
平成２６年１月１８日
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「アフガン・日本感染症病院」の開院式について

１．本１８日（現地時間同日），アフガニスタンのカブール市において，我が方無償

資金協力により建設された、「アフガン・日本感染症病院」の開院式が行われました。

２．開院式には、アフガニスタン側からはスラヤ・ダリル保健大臣、日本側からは牧

野たかお外務大臣政務官が我が国を代表して出席しました。

３．「アフガン・日本感染症病院」はアフガニスタンにおける死亡要因の上位を占め

る感染症のうち、結核、マラリア及びエイズに対する専門的な治療を提供するための

最先端の設備をもつ医療施設です。

４．本病院の開院が、アフガニスタン国民に対する保健サービスの大きな向上に貢献

することが期待されます。

【参考１】「アフガン・日本感染症病院」開院式の概要

・日時：１月１８日（土曜日）１５：００～（日本時間１９：３０～）

・アフガニスタン側出席者：スラヤ・ダリル保健大臣、

マンガル アフガン・日本感染症病院院長他

日本側出席者：牧野外務大臣政務官他

【参考２】「アフガン・日本感染症病院」の概要

・アフガニスタン政府は、同国の３大感染症である結核、エイズ、マラリアの対策を

強化するため、重篤な多剤耐性結核や結核エイズ重複感染などの呼吸器感染症及び

重症マラリア等の集中・隔離治療、検査が可能となる感染症対策の病院の整備を計

画し、その施設の建設及び医療関連機材の整備に必要な資金につき、我が国に無償

資金協力を要請。

・我が国は、平成２２年度に同計画への支援を決定。供与限度額は２６．４３億円。

◆ 内容についてのお問い合わせ先

外務省 国際協力局 国別開発協力第２課

山中事務官（内線：3947）

TEL 03-5501-8000
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